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論文サマリー 

世界 300 以上の地域を調査した研究で，寒冷期には，温暖な時期と比較して，死亡数が増加すること

が報告されている（Lancet. 2015;386(9991):369-375）．寒冷曝露によって，血圧上昇や血圧変動増大が

生じ，心筋梗塞，総卒中といった脳心血管疾患発症が増加することが，その一因であると考えられてい

る．これまで環境温度がどの程度血圧を変化させるかを検討した報告は数多く存在するが（J Hypertens. 

2014;32(8):1582-1589; Biomed Environ Sci. 2021; 34(2):89-100），皮膚温と血圧の関連についての研究

は乏しい．本研究は，皮膚温と自由行動下血圧の関連の程度を定量化すること，環境温度変化に対する

血圧応答における皮膚温の媒介効果を定量することを目的とした． 

平城京スタディに参加した奈良県在住の 60 歳以上の男女 1127 名のうち，外気温が低いと考えられる

半年間(10 月～3 月)にベースライン調査を受け，皮膚温，血圧測定を完了した，584 名を分析対象とし

た．皮膚温，自由行動下血圧はそれぞれ 1 分，30 分間隔で測定し，いずれも 48 時間連続で（調査 1 日

目の正午から調査 3 日目の正午まで）測定した．分析には，自由行動下血圧（測定レベル）を目的変数，

皮膚温（測定レベル）を説明変数とし，共変量に対象者特性（対象者レベル）や環境温度・身体活動量

（測定レベル）を含んだ，2 レベルの混合線形モデルを用いた．皮膚温は血圧測定 1 分前の値を用いた．

さらに，体温の個人差があることや寒冷曝露の指標であることを考慮して，皮膚温を各対象者の平均か

らの偏差としてモデルに投入した．皮膚温の媒介効果にはパス解析を用いた． 

 



 末梢皮膚温（上肢・下肢末梢皮膚温の平均），中枢皮膚温（右下腹部皮膚温）いずれにおいても，日

中・夜間の自由行動下血圧と有意な負の関連を示した．対象者特性，環境温度，身体活動量などの共変

量を含んだ分析においても，同様の結果であった． 

日中の血圧，皮膚温におけるパス解析に

おいては，末梢皮膚温を介する潜在的な

効果(-0.257≒0.144×-1.787)は，中枢皮

膚温を介する潜在的な効果（-0.036≒

0.100×-0.363）の約 7.1 倍であった．

それに対して，夜間におけるパス解析で

はいずれの潜在的効果も同程度であった． 

 

著者コメント 

本研究は，皮膚温と自由行動下血圧の

関連を定量したこと，すなわち，どれだ

け皮膚温が変化すれば，どの程度自由行

動下血圧が変化するのかを明らかにした

点で，新規性が高い．加えて，環境温度

に対する血圧変動を，末梢・中枢皮膚温

がそれぞれどの程度媒介するかを分析し

た．その結果，媒介の程度は，日中にお

いて末梢皮膚温で大きいことを示した． 

今後は，寒冷期の皮膚温低下が心筋梗

塞や脳卒中といった脳心血管疾患発症と関連するかを分析する必要があると考えられる． 

四肢末梢の保温のために，手袋，靴下の積極的な使用や発熱機能を有する衣類の使用が，血圧上昇や

血圧変動の増大を抑制することに寄与する可能性があるが，介入研究での評価が必要と考えられる． 
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